
台風や線状降水帯による大雨の影響で、駐車装置の地下ピット内へ大量の雨水が流入したり、

排水設備からの逆流により、地下ピットが冠水する事例が増加しております。

台風の接近や線状降水帯の発生により大雨が予想される場合など、設置環境により地下ピット

の冠水が懸念される際には、あらかじめお車を安全な場所へ移動していただくなどの対策をご

検討くださいますようお願いいたします。
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◆もしも装置が冠水してしまった場合は・・・

冠水した状態や、点検前の使用（運転）は、

感電や装置の誤作動による重大事故につな

がるおそれがあります。

なお、冠水によってピット内で浮き上がった

入庫車両等が装置に引っ掛かり、車両や装置

の損傷を拡大させた事例も発生しています。

地下ピット内の排水完了後、装置の点検に

より、安全が確認されるまでは、装置を使用

（運転）しないでください。

大規模災害発生時の巡回点検に関するお願い

当社では、集中豪雨・豪雪、大地震などの大規模災害が発生した際、保守契約物件の装置に

ついて、災害の発生状況や被害状況に応じて、巡回点検を実施しております。

災害時の巡回点検につきましては、多くの物件に対応する必要があり、周辺の道路・交通

状況のほか、時間帯や各物件の状況等に応じて、関係部門・管轄サービスセンターにおいて、

安全を最優先した上、順次対応させていただきます。

なお、冠水した装置につきましては、地下ピット内の排水が完了した後の点検となります。

二次被害防止のため、安全が確認されるまで、装置の使用（運転）はお控えください。

また、庫内には立入らないようご注意ください。

なお、災害時は、装置状況によっては、復旧作業に先立ち、巡回点検・安全確保を優先させてい

ただく場合がありますので、あらかじめご了承くださいますようお願い申し上げます。



　■ご相談・お問合せは

当社では、大規模災害発生時には被災地域の

管轄地区に対して、全国のサービスセンター

及び、技術部門からの支援体制を整備しており

ます。

被災地域に向けて、人的支援のほか、必要な

部品・物資の供給を速やかに行なうことで、

装置の早期運転再開、復旧ができるように

努めております。

全国１５５ヵ所（当社拠点＋協力会社数）におよぶサービスネットワーク 【２０２６年４月現在】

ライフサイクルビジネス統括部 メンテナンス統括部

〒１０４－００４４ 東京都中央区明石町８番１号聖路加タワー

URL：ｗｗｗ.ip2.co.jp

管理者様へ

低地や河川の近くの物件、地下に設置された装置など、冠水が懸念される物件・装置におかれ

ましては、大雨などに備え、地下入庫車両の一時移動先の確認や取り決めについて、ご検討いた

だきますようお願いいたします。

また、地下ピットに排水ポンプを備えた物件につきましては、排水ポンプが正常に作動する

ことをご確認ください。

なお、一部の装置には冠水対策として、管理者様によるインターロック解除（非常）操作により、

全ての区画を地上へ上昇させ、一時的に退避させる機能を備えております。

※操作方法につきましては、各機種の（管理者様向け）取扱説明書等をご確認ください。

◆インターロック解除（非常）機能を備え

た装置につきましては、

各物件の管理者様にて退避運転の実施

をお願いいたします。

※当社では、災害発生が予測される際の

対応を、個別実施することはできません。

◆地域特性や設置環境により、地下ピッ

トの冠水が懸念される物件につきまして

は、大雨等の予報が発表された際、ご利

用者様へお車の移動をご案内いただくな

どの対応をご検討くださいますようお願

い申し上げます。

出庫移動 退避措置


